



















































































　講義実践は、2017 年度前期開講の「情報科教育法Ⅰ」第 9講・第 10 講において 3名を対象
に行った（表 1）。





習指導案とはいえず、そのため第 9講・第 10 講においてブレインストーミングシートを活用
した学習指導案作成の講義実践を行うことにした。第 9講でブレインストーミングシートを用












































































　④個人情報保護法については大 図 2　ブレインストーミングシ トー作成前の学習指導案（展開部分）
－ 172 －
高等学校「情報科」学習指導案作成指導におけるブレインストーミングシートの活用
きな違いはないが、留意点の記載
で法改正について触れており、わ
ずかではあるが主題研究が深まっ
ているといえる。
　⑤プライバシーマークについて
は、ブレスト前指導案では、学習
内容に「プライバシーマークを知
る」とあり、これも授業者の説明
が手立てのように思われるが、そ
れに対してブレスト後指導案では、
「プライバシーマークがどこに載っ
ているか調べる」とあり、生徒自
らに調べさせるという手立てを採
用している。また、ブレスト前指
導案では「悪意のあるサイトかど
うかを見分ける目安になるマーク」
とあり、誤った知識のまま指導案
を作成しているが、ブレスト後指
導案では正しい知識を得たことが
わかる記載に変更されている。こ
こでもまた、主題研究の深まりを
見て取ることができる。
　以上を整理してみると、ブレスト前指導案では、ほぼ全ての指導方法が授業者による説明で
あり、生徒が自ら活動する場面がインターネット検索しかなかったのに対し、ブレスト後指導
案では、インターネット検索の他に、グループでの話し合い、指導者からの発問に対しての思
考や回答、インターネットを利用して調べるなど多彩な活動を通じて単元の学習内容の理解を
深めようとしていることがわかる。また、旧い知識や誤った知識が、新しい知識や正しい知識
に置き換わっていることから、主題研究への影響もあったと思われる。
4．おわりに
　本来、主題研究や指導方法の検討を行うために学習指導案を作成するものであり、特にブレ
インストーミングシートのような記入用紙を用意せずとも十分な検討をすべきものである。し
かし、受講生にとって学習指導案の形式は自由度が高すぎ、何を手がかりに手立てや評価方法
を検討してよいのかわからないように思われる。ブレインストーミングシートは、ねらいや手
立て、評価の観点など検討すべき事項を細分化して明示することで、考える手がかりを与える
ものとして有効であったと考えられる。
　しかし、まだ記載内容に粗さがあり、具体性に欠ける部分も多いため、今後はより一層わか
りやすく機能的な学習指導案を作成できるよう指導するためにブレインストーミングシートの
改善も含めて指導方法を模索したい。
図 3　ブレインストーミングシ トー作成後の学習指導案（展開部分）
